ほか 

人 子規の 外に 批評家 子規に も 敬服す る こと 多し。 「歌 

よみに 与 ふる 書」 の 論鋒 破竹の 如き は 言 ふ を 待たず。 

小説 戯曲 等 を 論ずる も、 今な ほ 僕 等に 適切なる もの あ 

ひと さとう はるを またり よくせ つ 

り。 こ は 独り 僕の みならず、 佐 藤 春 夫 も 亦 力説す る 所。 

しき ほ とん 

五 子規 自身の 小説に は 殆ど 見る に 足る ものな し。 

ながいき か 

然れ ども 子規 を 長生せ しめ、 更に 小説 を 作らし めん 乎、 

いとう さち を ながつ かた かしら かふう 

伊藤左千夫、 長 塚 節 等の 諸家の 下風に 立つ ものに あら 

ぼく じふ い つてき び やうし やう 

ず。 「墨汁 一滴」 や 「病牀 六尺」 中に 好 筒の 小品 少か 

ら ざる は 既に 人の 知る 所なる べし。 就中 I 病牀 六尺」 

中の 小 提灯の 小品の 如き は 何度 読み返しても 飽かざる 



、しちす。 

し き なま ざと 

六 人と しての 子規 を 見る も、 病苦に 面して 生 悟り 

を 街 はず、 歎声 を 発したり、 自殺した がったり せる は 

せ いきん 

当時の 星堇 詩人よりも 数等 近代 人た るに 近 かるべ し。 

なかえて うみん いう はん こんにち 

その 中 江 兆民の 二 年 有半」 を 評せる 言の 如き、 今日 

これ を 見る も 新たなる もの あり。 

し き わう い つ 

七 然れ ども 子規の 生活力の 横溢せ るに は 驚くべし _ 

び やうし やう かか は 

子規 は その 生涯の 大半 を 病 牀 に 暮らした るに も 関 

らず、 新 俳句 を 作り、 新 短歌 を 詠 じ、 更に 又 写生文の 



一 道 をも拓 けり。 しかもな ほ 力の 窮まる を 知らず、 女 

子 教育の 必要 を 論じ、 日本 服の 美的 価値 を 論じ、 内務 

ほ とん 

省の 牛乳 取締 令 を 論ず。 殆 ど 病人と は 思 はれざる の 

看 あり。 尤も 当時の カリェス 患者 は 既に 脳病に は あ 

らざ りしなる べし。 ( 一 月 九日) 

八 何 ゆ ゑに 文語 を 用 ふる 乎と 皮肉に も 僕に 問 ふ 人 

ぁリ。 僕の 文語 を 用 ふる は 何も 気取らん が 為に あらず。 

唯 口語 を 用 ふるよりも 数等 手数の かから ざるが 為な り。 

こ は 恐らく は 僕の 受けた る 旧式 教育 の 祟りなる ベ し。 

僕 は 十 年来 口語文 を 作り、 一 日 十 枚 を 越えた る こと は 



( 一 枚 一 一十 行 一 一十 字詰め) 僅かに 二三 度 を 数 ふるのみ。 

然れ ども 文語文 を 作らし めば、 一日 二十 枚なる も 難し 

とせず。 「病中 雑記」 の 文語文なる も 僕に ありて はや 

む を 得ざる なり。 

からだ 

九 僕の 体 は 元来 甚だ 丈夫なら ざれ ども、 殊に こ 

の 三 四 年来 は 一層 脆弱に 傾ける が 如し。 その 原因の 

むやみ 

一 つ は 明らかに 巻 煙草 を 無暗に 吸 ふこと なり。 僕の 

じちれ う ふぢの しげる しばしば あざけ 

自治 寮に ありし 頃、 同室の 藤野滋 君、 屢僕を 嘲って 

曰、 「君 は 文科に ゐる 癖に 巻 煙草の 味 も 知らないんで 

すか？」 と。 僕 は 今や 巻 煙草の 味 を 知り 過ぎ、 反って 



断 煙 を 実行 せんとす。 当年の 藤 野 君 をして 見せしめば、 

ちゃう そく あた 

僕の 進歩の 長足 なる に 多少の 敬意な き 能 はざる ベ し。 

ちなみ えう せつ 

因に 云 ふ、 藤 野滋君 はかの 夭折した る 明治の 俳人 

藤 野 古白の 弟な り。 

十 第一 の 手紙に ざ、 「社会主義 を 捨てん 乎、 父に 

そむ 

叛 かん 乎、 どうした もので せう？」 更に 第二の 手紙に 

いはく いはく 

日、 「原稿 至急 願 上げ 候。」 而 して 第三の 手紙に 曰、 

「あなたの 名前 を 拝借して X X X X 氏 を 攻撃し ました。 

僕 等 無名 作家 の 名前で は 効果がない と 思 ひました から 

どうか 悪しからず ご 第三の 手紙 を 書け る 人 は どこの 



誰と も わからざる 人な り。 僕 はか かる 手紙 を 読みつつ、 

日々 腹ぐ すり 「げんの しゃう こ」 を 飲み、 静かに 生 を 

養 はんと 欲す。 不眠症の 癒えざる も 当然なる べし。 

十 一 僕 は 昨夜の 夢に 古道具屋に 入り、 青貝 を 嵌め 

たる 硯箱を 見る。 古道具屋の 主人 曰、 「これ は 安土 

の 城に あった ものです ご 僕，. 曰、 「蓋の 裏に 何 か 横文字 

いはく 

が あるね ご 主人 曰、 「これ は ジキタ ミンと 云 ふ 字で 

あづち 

すご 安土の 城な どの 現 はれし は 「安土の 春」 を 読みし 

むし 

為なる べし。 こ は 寧ろ 滑稽 なれ ど、 夢中に も 薬の 名の 

あ，. こ 

出 づるは 多少の はかな さ を 感ぜ ざ る 能 はず。 



名ぢ きか は 

十二 僕の 日課の 一 つ は 散歩な り。 藤 木 川の 岸 を 

はいく わい まう そう ばいく わ しゅんぷう ほ とん 

徘徊 すれば、 孟宗は 黄に、 梅花 は 白く、 春風 殆ど 

おもて たまたま たいせき はへ 

面 を 吹く が 如し。 偶 路傍の 大 石に 一匹の 蝇の とま 

れる あり。 我家の 庭に 蝇を 見る は 毎年 五月 初旬なる を 

ばう ぜん みまも 

思 ひ、 茫然と この 蝇を 見守る こと 多 時、 僕の 病体、 五 

月に 至らば 果して 旧に 復 する や 否や。 

(大正 十五 年 二月 I 三月) 
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